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1. 附会議について 表を熱心に聴き、質疑応答では活発な議論が交わされた。

また、空き時間を見つけては、様々な場所で情報交換を

h狂f会議は来たるべき水素エネルギー社会を支える水 行っていた。

素貯蔵材料および水素化物の基礎と応用について、世界

中の第一線の研究者 ・技体渚が一堂に会して、最新の研 州側i斡

究成果を紹介し、議論する場としての国際シンポジウム

であるo 1¥畳t会議は水素貯蔵材料分野で、最も権威ある学

会の一つである。この学会は2年に1度、世界各地で開催

されてきており、その歴史(図1)は必年余りで川、 日

本では今回が3度目の開催となる。

l¥1H2012は2012年10月21日から26日にかけ、京都テル

サで開催された。36ヶ国から420名以上の参加者が集ま

り、前回のモスクワで開催されたh征12010(約2任路)を

大幅に上回った。本学会の盛況を見て、依然として一部

かも知れないが、東日本大震災からの復興を感じている。

筆者はh任f会議への出席は3度目であり、今回は運営委員

も務め、開会式から閉会式まで、フル参加した。大会期間

中は、朝から夜まで、の立て込んだ、スケジュールにもかか

わらず、会場内は熱気が溢れていた。参加者の多くは発

図2. 開会式での集合写真

361 (60) 

Unifi曹をiM+i 告訴合荏

図1. 1¥柾f会議の開催歴史
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2. 講演内容

今回の会議では、3件の基調講演、162件の一般講演(内

52件が招待講演)および223イ牛のポスター発表があった。

講演論文集(Procadins)は1年後、国際誌Journalof Alloys 

and O:>mpound~こ掲載される予定で、ある。

2. 1. 基調講演

開会式の直後、3件の基調講演が行われた。1人目は

HESSの副会長を務め、この学会の組織委員会副会長で

もある九州大学大学院工学研究院の秋葉悦男教授で、あっ

た。秋葉教授は iEveryhy'也'Ogenis good hy，也'OgenJとし1

う題目で (図3)、東日本大震災後の日本のエネルギー事

情、エネルギーセキューリティや低炭素社会の観点から

水素エネルギーおよびそれを支える水素貯蔵材来いの期

待、および先の水素貯蔵材料先端基盤研究事業

(Hy，也'OSTAR)の研究成果を紹介した。2人目は、 トヨ

タ自動車 (株)の広瀬雄彦氏で、あった。講演では、エネ

ルギー効率の高しv，イブリッド自動車の粕ノ教を紹介し、

2012年4月時点での累積販売量が既に4∞万台を達成し

たとの好調な販売記録も示した。このハイブリッド車の9

割以上は水素吸蔵合金を負極としたニッケル-水素

(Ni-l¥血)電池を使用しており、水素貯蔵材キi杉士野の貢

献の大きさが伺える。また、 2015年から市場化予定の燃

料電池自動車を普及させるためには、航続距離の延長や

水素供給のインフラ構築などが必要との認識を示し、高

性能水素貯蔵材料の開発に対する強し1要望と大きな期待

も語られた。3人目のMcPhyエナジー社の共同創設者兼

最高執行責任者であるMichelJehan氏は、 iMcPhy 

energy pror旧泊I伽 ωllidhydrogen s白lragematerials & 

明白'msJを題目とした講演を行った。同社では再生可能

図3.基調講演の様子 (秋葉悦男教授)
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エネルギーから製造した水素を水素化マグネシウム

(Mg昆)として貯蔵する定置型水素貯蔵(あるいはエ

ネルギー貯蔵)システムの開発およびその応用展開を行

っている。1バッチ50kgあるし1は1∞kgの大規模均:H2製

造技術や、45g1枚の水素を含むディスクの成形技術、お

よびそれを利用した定置式水素貯蔵タンクの設計技体博

といった材料合成からシステム設計まで、の一連の技術が

紹介され、 1∞同級の水素を貯蔵できるシステムの製造

も可能になったという。

2.2. 一般講演とポスター発表

今回の話題はFun也mental、MaterialとApplicationの3

つのカテゴリに分けられ、それぞれにF1""'郎、 M1""'M4

とA1""'A5の計15個の トヒ。ックスが設けられた(図4)。

内容は表面と界面効果、拡散、結晶構造、酸性や電気化

学特性、理論計算等の基礎研究から、金属水素化物、非

金属水素化物、高比表面積材料や有砂¥イドライド等の

材料開発、および水素貯蔵タンクシステム、水素透過膜、

調光ミラー、水素を用いた材料加工プロセスなどの実用

研究までの多岐にわたるもので、あった。

一般講演とポスター発表の計272件の発表の中に、金

属水素化物と非金属水素化物の材料開発 (M1とM2)に

関する講演件数は、全体の約5害IJも占めていた。中でも、

資源的に豊富なMg系材料と可逆性のポテンシャルを持

つ10m，ぉs%級の水素密度を有する金属ボロノ¥イドライ

ド(.M(BH，Jn、nは金属Mの価数)の発表件数は、飛び抜

けて多かった。

Fundamental 

F1. Surface and interface effects 

F2. Catalysis and reaction kinetics 

F3. Diffusion， tunneling， trapping， transport 

F4. Crystal structures， thermodynamics and phase diagrams 

F5. Electric， optical and magnetic properties 

F6. Material design and advanced analysis 

Material 

M1. Metal hydrides 

M2. Noトmetalhydrides 

M3. High-surface-area materials 

M4. Novel materials and Chemical Hydrides 

Application 

A 1. Hydrogen storage and transportation 

A2. Electrochemical applications 

A3. Separation and membrane materials 

Electric-， optical-， and magnetic-applications， 
A4. 
processing， hydrogen-induced new function in materials 

A5. Various applications using hydrogen storage materials and systems 

図4. 本大会のトヒ。ックス
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図5. トヒ。ツクス別の発表件数の割合

F5 

F6 

会期中、162件の一般講演は3つのセッションがパラレ

ルに進行され、223件のポスター発表は3日に分けて行わ

れた。どこの会場も大変盛況であり(図6、図7)、熱気

に溢れた質疑応答が行われた。以下に、特に印象に残っ

た話題をいくつか紹介する。

図6. 一般講演会場の様子

図7. ポスター発表会場の様子

金属水素化物に関しては、ナノ微粒子やナノ構造の創

製、添み日物の触媒効果、熱伝導性の向上や金属ボロハイ

ドライドとの複合化等の研究が発表された。室温付近で
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水素吸蔵放出可能なT!V系BCC合金についても、複数の

発表があった。Ni-MH電池の負樹オ料としての合金開発

の研究も発表され、中でも川崎重工業 (株)の大容量ニ

ッケル水素智也「ギガ、セノ凶」の研究は注目を集めたq

非金属水素化物に関しては、 10mass%級の水素密度を

有し、かっ可逆性のポテンシャルを持つ金属ボ、ロハイド

ライドに関する研究報告が圧倒的に多かった。二金属や

三金属からなるボ、ロハイドライドの新規合成から、結晶

構造解析、水素放出過程の解明や水素再吸蔵特性の評価、

他の水素化物との複合化、 ナノコンファインメン ト効果

やイオン電導の電気化学特性まで、幅広い研究が報告さ

れた。一方、アラネー ト系やアミド系に関する研究は対

照的に少なかった。

MOFやポーラスカーボン等の高比表面積を利用した

水素吸着材料に関する発表は数件程度に留まり、水素放

出反応が不可逆的なNfuBfuや'Allbの発表も少なかった。

N仏旧4を用いた水素貯蔵タンクシステムの設計や性

能評価に関しては、米国Uni飴dTI田:hnologiesR脱紅m
CenterとドイツHehr由01也-Zerr仕山nG肥 sthachtの材料研

究所からそれぞれ紹介された 。 ドイ ツ

Helmholtz-Zerr廿umG旬 sthachtの材料研究所で、は、LiBH4

+ν'2MgH2複合システムのタンク設計および性能評価も
行われているとしづ。日本重化学工業(株)からは、V

系BCC水素吸蔵合金を用いた高圧ハイブリットタンク

の開発状況の説明があった。

水素貯蔵材粉士野の活性化および若手研究者のモチー

ベションの向上の目的で、優れた研究発表に対して若手

優秀講演賞、最優秀ポスター賞、優秀ポスター賞と敢闘

賞が計23名に授与された。図8は、 Banquet(10月25日)

の中で行われた学会賞表彰式の様子である。

図8. 学会賞表彰式の様子
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3. おわりに

本大会は実行委員長をはじめ、延べ数十名以上に及ぶ

委員の方々の努力によって、開会式から閉会式までのす

べてのプログラムを予定通りスムーズに進行することが

でき、大成功を収めたと言っても過言で、はない。あえて

唯一の不満を言わせていただくとすれば、多くの口頭発

表件数を会期内に捌くべくセッションがパラレルで、行わ

れたために、多くの興味深い講演の時聞が重なり、聴講

できなかったことが挙げられる。しかし、これはこの分

野の有力な研究者のほとんどが参加し、また、この学会

のシリーズで、最多の参加者があったことの反映でもある。

大会期間中は天候にも恵まれ、参加者の多くは紘織委員

会が予めセットしたフリータイムを利用して京都三大祭

りの一つで、ある時代祭 (10月22日)を見学したり、学会

が樹共したオフPY.ョナノレツアーで、金閣寺や清水寺へ出か

けたりして、京都の歴史と文化も存分に体験することが

できたといえよう。

次回の阻会議(班12014)は、 2014年7月20日から25

日にかけ、イギリスのマンチェスターで開催される。参

加される方は、大いに楽しんで頂きたい。
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